


（第４８号書式）

証書貸付債権証書の写に関する確認書



年　　月　　日



日 本 銀 行　御中（届出印）



	（担保差入先）（注１）



	


	


（電話番号、担当者名）




別添の証書貸付債権証書の写（注２）については、債務者の電子署名が正当であることを確認した原本にもとづき作成したものであり、当該写の内容は原本の内容と同一です。万一同一でないことが判明した場合には、これにより貴行に発生した損害につき賠償または補償します。
また、原本は、貸付人及び債務者の意思にもとづくものとして、真正に成立したものであることを表明し、保証します。かかる表明保証にもかかわらず、原本の真正な成立が認められなかった場合には、これにより貴行に発生した損害につき賠償または補償します。
なお、別添の証書貸付債権証書にもとづく証書貸付債権に関し手形が振り出されていないことおよび電子記録債権が発生していないことを念のため申し添えます。
以　　上
（注１）代表者またはその者から権限を付与された者の役職名を記載し、記名なつ印または署名をする。役職名、氏名、印鑑または署名は、印鑑届等により日本銀行に届出たものを使用する。
（注２）本確認書および別添（電磁的記録として作成された証書貸付債権証書を紙面に印刷したもの）を契印すること。また、一通の証書貸付債権証書の写が２葉以上にわたる場合には、各葉にも契印すること。
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